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今
年
も
後
半
に
入
り
ま
し
た
が
、
喫
緊
の
課
題
は
世
界
的
に
猛
威
を

振
る
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ヘ
の
対
応
に
つ
き
ま
す
。

今
年
に
入
っ
て
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
以
降
爆
発
的
に
拡
大
し
、
政

府
は
突
如
学
校
の

一
斉
体
校
、
不
要
不
急
の
移
動
の
自
粛
や
渡
航
制
限

な
ど
打
ち
出
し
た
も
の
の
手
遅
れ
の
感
も
あ
り
、
現
在
で
も
日
常
生
活

に
も
大
き
な
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
面
か
ら
み
ま
す
と
．
小
学
生
対
象
の
学

習
教
室
の
中
止
、
外
出
の
自
粛
か
ら
観
光
面
の
大
き
な
落
ち
込
み
は
花

桃
観
光
の
全
面
中
止
や
旅
館
等
の
体
業
、
お
た
っ
し
ゃ
か
い
事
業
の
体

止
な
ど
多
方
面
に
わ
た
り
大
き
な
受
注
減
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
六
月
以
降
再
開
し
た
も
の
の
縮
小
傾
向
で
、
ま
た
今
後
の
第

二
波

三
二
波
も
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
は
屋
外
作
業
の
割

合
が
高
く
．
そ
の
方
面
で
の
減
少
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
幸

い
で
す
。

コ
ロ
ナ
が
何
時
収
束
に
向
か
う
か
見
通
せ
な
い
中
マ
ス
ク
着
用
な
ど

会
員
の
皆
さ
ん
に
は
大
き
な
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
体
調
管
理
を
万
全
に
健
康
第

一
に
就
業
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
切
に

お
願
い
し
ま
す
。`ヽ
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第25号

定
時
総
会
は
例
年
開
催
し
て
い
る
阿
智
村
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
館
ホ
ー
ル
が
コ
ロ
ナ
感

染
防
止
で
役
場
の
執
務
室
と
し
て
使
用
し
て
い
る
た
め
、
今
回
は
五
月
二
十
七
日
０
に
Ｊ

Ａ
み
な
み
信
州
阿
智
支
所
三
階
会
議
室
を
お
借
り
し
て
密
閉

・
密
集

・
密
接
を
避
け
て
開

催
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
委
任
状
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
を
推

奨
し
、
又
こ
来
賓
の
こ
臨
席
を
頂
か
ず
、
役
員

・
互
助
会
幹
事
の
総
勢

一
八
名
の
出
席

（委
任
状
出
席

一
二
七
名
）
に
よ
り
短
時
間
で
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
。

」」ナ洞で

謝十劇
=」
誓絶寮開」圭される

ら

総
会
の
議
長
に
は
阿
智
村
の
上
原
正
勝
さ
ん

が
就
任
し
．
令
和
元
年
度
補
正
予
算
、
令
和
元

年
度
事
業
報
告
及
び
同
収
支
決
算
報
告
、
令
和

２
年
度
の
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
が
上
程
さ

れ
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
報
告
等
で
は
、
年
度
末
の
会
員
数
は

一

六
九
名
で
昨
年
度
末
に
比
べ
三
名
減
少
、
団
塊

の
世
代
の
多
く
が
雇
用
等
か
ら
引
退
し
て
い
る

中
で
、

「会
員

一
人

一
会
員
入
会
」
を
お
願
い

し
て
き
た
が
入
会
者
は
少
な
く
．
会
員
の
高
齢

化
に
伴
い
退
会
会
員
が
多
く
い
た
。
今
後
は
新

た
な
会
員
の
拡
大
と
併
せ
、
高
齢
で
も
就
業
で

き
る
体
制
を
作
り
会
員
の
退
会
抑
止
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

契
約
額
は
．
受
託
事
業
が
四
三

二
七
六
万
円

（前
年
度
Φ
”
０
％
）
、
派
遣
事
業
が
四
五
九
万

円
Ｏ
ｍ
ｏ
ヽ
％
）
．
全
体
で
は
四
．
八
三
五
万

円
（ｏ
９
ｏ
％
）
、
と
昨
年
度
を
下
回
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
し
て
当
シ
ル
バ

ー
で
は
．
花
桃
観
光
関
連
、
お
た
っ
し
ゃ
か
い

事
業
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
で
休
業

・
休
上
の
仕

ざ
―し、
は
，
‥

肝
蝙
録
鰐
鍾
レ

会
員
表
彰
規
程
に
よ
り
、
今
回
十

二
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（敬
称
略
）

役
員
表
彰

倉
田
　
博
文
　
理
事
三
期

石
原
　
明
子
　
監
事
四
期

（役
員
と
し
て
三
期
六
年
以
上
在
籍

し
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
・発
展
に
寄
与

さ
れ
た
方
）

事
が
半
減
し
た
と

こ
ろ
も
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

総
会
に
先
立
ち

行
う
予
定
の
会
員

表
彰
及
び
役
員
表

彰
の
表
彰
式
は
行

わ
ず
．
表
彰
者
の

紹
介
を
行
い
、
表

彰
状
等
は
個
別
に

配
付
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
．
例
年
総
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た
講
演

会
等
も
今
回
は
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

一

一
・
・

，
■
，
一墾一饉

お
め
で
と
う
ご

永
年
会
員
表
彰

矢
沢
　
　
清
　
阿
智
村
伍
和
　
　
　
　
２一

片
桐
ふ
み
子
　
根
羽
村
　
　
　
　
　
　
一

鈴
木
　
一
平
　
根
羽
村

石
原
　
明
子
　
根
羽
村

石
原
　
明
治
　
根
羽
村

石
原
か
つ
子
　
阿
智
村
智
里

片
桐
　
龍
男
　
根
羽
村

佐
藤
　
昭
三
　
平
谷
村

高
柳
　
紀

一　
根
羽
村

久
保
田
英
和
　
阿
智
村
春
日

（会
員
と
し
て
十
年
以
上
在
籍
、事
業

活
動
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
た
方
）
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会員数

会員数 (R2001) 男 112人 女 5'人 計 169人

■関 12 駒場 21

浪合 8

清内路 11 平谷 19

事業実績(発注先区分別〉

区分

公共事業 183 1 7:9 7627

企業等 418 5.004 25.822

家庭 655 1.74δ 0.717

独 自事業 86 589

計 1.259 :.625 43.755

区分 延 日人員 契約金額 (千円) 割 合

12: 850 10%

530 4.652 10611`

,47 6.454 79%

5.048 30.370 604,t

1.=,= 4.429 101%

8.625 46.755 1000・●

派遣事業実績

賃金総額 (千円)

6.592

会
員
数
は
令
和
元
年
度
末
は
１
６
９
人
で
し
た
が
．
七
月
末
現
在
は
１
６
２

人
で
す
。
四
月
以
降
フ
人
の
大
会
が
あ
り
ま
し
た
が
．
１４
人
が
退
会
し
て
い
ま

す
。
契
約
額
は
今
年
度
に
入
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
で
観
光

・
福
祉
関

係
で
受
注
の
減
少
が
あ
り
ま
し
た
が
概
ね
昨
年
度
並
み
の
契
約
額
に
な
っ
て
い

ま
す
。

8月    9月     〔0月

単位 :千円

10月    11月     7月

″ 令和元年度   饉 令和 2年度

0月    9月

平成
=0年
度

6月     7月

′1平成29年度

5月4月

千朽

8.000

7.000

6.000

5.000

4.000

6.000

2.000

1.000

0

月別契約金額の推移

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

3.683   6.864 5.23: 4.317 3666 3.486 3.444   3.957 2.223   3.917 46.350
50.552H30年度 3.205 3.978 4.675   6.293 5.997 6.002 5.559 4.439 3.597   2.770 1.827   4.412

Rl年度 3.021 3.501 4.437   6.795 4.447 4.529 4.401 0.092 e.346   3.530 48.349

R2年度 3.581 3.384 4.395 11.310

「
会
員
募
集

中
:

あ
な
た
も
シ
ル
バ
ー
会
員
と
し
て

一

緒
に
働
い
て
く
だ
さ
い
。

Ｏ
少
子

高
齢
化
に
伴
う
．
農
作
業
．
草

刈
・草
取
り
作
業
、
庭
木
の
剪
定
や
支

障
木
の
伐
採
の
仕
事
。

Ｏ
高
齢
者
の
病
院
な
ど
へ
の
送
迎
。

Ｏ
昼
神
温
泉
等
で
の
、
客
室
の
清
掃
、
風

呂
の
掃
除
、
厨
房
の
仕
事
、
庭
の
手
入

れ
．宿
直
な
ど
。

入
会
で
き
る
方
は
．
阿
智
村
．
平
谷
村

根
羽
村
に
お
住
い
の
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
六
十
歳
以
上
の
方
で
す
。
入
会

は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
阿
智

本
所
又
は
根
羽
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

り`搬
`禦
亀
'ヽ
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（阿
智
村
春
日
）

シ
ル
バ
ー
ヘ
は
平
成
∞
年
に
近
く
の
会

員
の
伊
藤
さ
ん
の
紹
介
で
入
会
し
．
病
院

へ
の
送
迎
や
昼
神
温
泉
で
の
就
業
を
し
て

い
ま
す
。

今
年
の
４
月
か
ら
派
遣
で
阿
智
村
の
紙

製
容
器
包
装
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
コ
ン
テ

ナ
車
に
よ
り
回
収
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

苦
情
が
来
な
い
よ
う
、
ま
た
事
故
の
な
い

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

就
業
時
は
、
収
集
車
の
安
全
運
転
．
収

集
物
の
積
み
下
ろ
し
中
の
車
か
ら
の
転
落
、

車
の
誘
導
な
ど
安
全
に
気
を
付
け
て
い
ま

す
。仕
事
の
な
い
と
き
は
魚
釣
り
を
し
た
り
、

健
康
維
持
の
た
め
よ
く
寝
て
、
い
つ
ま
で

も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

乳
製
品
等
配
送
業
務

派
遣
先
　
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
開

石
原
　
清
志

（根
羽
村
）

〓
Ｌ

ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
等

回
収
業
務

派
遣
先
　
阿
智
村
生
活
環
境
課

伊
藤
　
一壽
芳

（阿
智
村
春
日
）

定
年
退
職
後
、
腰
痛
等
の
体
調
不
良
が

出
始
め
た
こ
ろ
．
会
員
の
内
田
さ
ん
や
澤

丼
さ
ん
か
ら
健
康
の
た
め
に
シ
ル
バ
ー
で

働
い
て
み
な
い
か
と
誘
わ
れ
入
会
し
ま
し

た
。今
年
度
か
ら
阿
智
村
生
活
環
境
課
に
派

遣
さ
れ
村
内
全
域
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の

回
収
作
業
を
週
―
回
行

っ
て
い
ま
す
。
仕

事
に
つ
い
て
は
．
山
間
地
で
の
車
両
使
用

に
よ
る
回
収
作
業
が
主
な
こ
と
か
ら
転
落

等
の
交
通
事
故
防
止
に
留
意
し
て
い
ま
す
¨

こ
れ
か
ら
も
派
遣
先
か
ら
の
要
望
事
項

は
１
０
０
％
達
成
す
る
よ
う
心
が
け
て
い

き
ま
す
。
健
康
を
維
持
す
る
た
め
．
仕
事

の
前
日
は
早
寝
に
心
が
け
．
朝
食
は
必
ず

と
り
出
勤
し
て
い
ま
す
。

趣
味
は
特
に
な
い
が
．
強
い
て
言
え
ば

鳩
の
飼
育
を
長
年
行
っ
て
い
ま
す
。

十
年
ほ
ど
前
．勤
め
て
い
た
会
社
が
開
ま

っ
て
し
ま
い
、近
く
に
就
職
先
が
な
く
悩
ん

で
い
た
と
き
シ
ル
バ
ー
の
事
務
局
か
ら
声

が
掛
り
入
会
し
ま
し
た
。

派
遣
で
の
就
業
は
、
隔
週
火
・金
曜
日
に

ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
〓里
腐
製
品

を
刈
谷
八
イ
ウ
エ
ー
オ
ア
シ
ス
な
ど
へ
運
搬

し
、在
庫
数
と
賞
味
期
限
を
調
べ
商
品
の
入

れ
替
え
を
行
っ
て
き
ま
す
。
岡
崎
・安
城
の
方

は
車
が
多
い
の
で
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
気
を
付
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
店
舗
に

入
る
と
お
客
様
優
先
で
買
い
物
の
邪
魔
を

し
な
い
様
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

卸
値
姜
冗
値
の
計
算
を
し
た
り
値
札
シ
ー

ル
を
出
し
た
り
と
頭
を
使
う
こ
と
や
．運
転

で
眼
を
使
う
の
で
い
つ
ま
で
続
け
ら
れ
る
か `口

,

原

実
行

理
事
長

全
シ
協
会
長
表
彰
麦
費

当
セ
ン
タ
ー
原
実
行
理
事
長
は
、
永
年
セ

ン
タ
ー
の
役
員
・
理
事
長
と
し
て
セ
ン
タ
ー

発
展
に
貢
献
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
令
和

２
年
度
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

協
会
会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

今
回
は
新

型

コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染

　

　

　

栞

シ

沐

防
止
の
た
め
．　
　
　
，
１
１
１
Ｆ
ｉ
・千

全
シ
協
定
時

一
″

・一諄
一
人特一
，颯

一

総
会
で
の
表
　
　
・・
薔
！
琴
著
―
・■
，
，

彰
式
は
行
わ
　
．●
」
掛
群
融
〓
鶴
一

れ
ま
せ
ん
で
　
　
　
，
．．‥
熊
辛
，

し
た
が
、
同
　
　
　
‐
笙
‐

．

様
の
受
賞
者
　
　
　
　
・
ヽ
誉
〓
・
＾

は
全
国
で
３４

名
、
長
野
県

で
は
原
英
行
理
事
長
と
阿
南
広
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
金
原
仮
理
事
長
の
２
名
が

受
賞
し
ま
し
た
。

蘊千式
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1.開催日時 令和2年 8月 22日0
2.場 所  阿智村産業振興公社

会議室

運動公園わいwal

3.受講料  1.000円

4.申し込み・問い合せ 事務局ヘ

・″=+tt

わ
か
ら
な

い
が

、
健

康
維
持
の

た
め
に
も

で
き
る
限

り
頑
張
り

た
い
と
思

っ
て
い
ま

す
。



第25号 下伊那西部シルバー便り 令和 2年 8月 10日

今
回
は
．
根
羽
事
務
所
管
内
で
～
人
生
１
０
０
年

・
生
涯
現
役
を
め
ざ
し
て
～
を
、
お
元

気
で
実
践
し
て
い
る
お
二
人
に
お
間
き
し
ま
し
た
。

①
ラ
ル
バ
ー
に
入
会
し
た
理
由
は
？
　
②
趣
味
は
何
で
す
か
？

０
シ
ル
バ
ー
で
の
現
在
の
お
仕
事
は
，
　
０
仕
事
中
に
安
全
な
ど
で
気
を
付
け
て
い
る
事
は
？

⑤
健
康
の
秘
訣
は
？
　
⑥
今
後
の
抱
負
は
？

‐

０
０
年
‥

生
涯
現
役
を
め
ざ
し
て

を
動
か
す
。

⑥
各
人
の
特
長
を

生
か
し
た
仕
事

を
探
し
て
公
に

役
立
つ
こ
と
を

行
い
た
い
。
現

在
ワ
イ
ン
用
ブ

ド
ウ
２
５
０
本

試
験
中

（
５
年

目
）
。

を
行
な
っ
た

り
．
身
の
回

り
の
道
具
を

整
理
整
頓
し

趣
味
を
多
く

し
て
気
分
よ

く
生
き
る
。

Ｃ
・測
量
士
と
し
て
の
公
共
事
業
に
は
終
止

符
を
打
っ
た
為
、身
体
の
動
く
限
り
多
少

人
様
の
役
に
立
つ
仕
事
を
し
た
い
か
ら
。

０
テ
ニ
ス
、音
楽
（サ
ッ
ク
ス
演
奏
）

０
・草
刈
り
菖
辰
業
法
人
ね
ば
ね
の
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
、喬
麦
の
栽
培
。

④
・足
元
に
注
意
し
落
ち
着
い
て
仕
事
を
す

る
。

⑤
ダ
イ
コ
ン
和
え
や
野
菜
を
食
べ
て
身
体

Ｃ
ダ
ン
フ
を
始
め
機
械
が
揃
っ
て
い
る
の
で
、

小
工
事
の
請
負
を
行
い
た
い
た
め
。

②
小
機
械
の
修
理
、
小
工
事
用
機
械
の
収

集
。

③
草
刈
り
作
業
と
小
工
事
の
請
負
作
業
。

④
注
意
深
く

一
歩

一
歩
行
う
。

⑤
毎
日
，
し
ま
め
に
体
を
動
か
す
こ
と
。

⑥
垣
根
や
庭
の
手
入
れ
な
ど

一
人
暮
ら
し

の
人
助
け
や
．小
機
械
の
分
解
修
理
な
ど

鈴木 ―平
根羽村

昭和12年 5月 生

片桐 幸成
根羽村

昭和13年 3月 生

暑さを避ける
・涼しい服装、日傘や帽子
・少しでも体調が悪くなったら涼し
い場所へ移動

のどが渇いていなくてもこまめに水分補給
・1日当たり■2リ ットルを目安に
・大量に汗をかいた時は塩分も忘れずに

辟
雨̈鍼

マスク着用により、熱中症のリスクが高まります

屋外で人と2m以上離れている時はマスクをはずしましよう
マスクを着けると皮膚からの熱が逃げにくくなったり、気づかないうちに脱水になるなど、体温調
節がしづらくなってしまいます。暑さを避け、水分を摂るなどの「熱中症予防」とマスク、換気な
どの「新しい生活様式」を両立させましょう。

軍百F爾麗ζ垣】砲栗洒肛覇I新1唖]生活様馨・取西偏辰に!
「新しい生活様式」とは一新型コロナウイルス感染防止の3つの基本=①身体的距離の確保
②マスクの着用③手洗いや「密集、密接、密閉」を避ける等を取り入れた日常生活のこと

暑さに備えた体力づくりと日頃からの

体調管理
・暑さに備え適度に運動をしましょう
・定時の体温測定と健康チェック
・体調が悪いときは無理せず自宅で静養 碗血

エアコン使用中もこまめに

換気
・窓とドアなど2か所を開ける
・扇風機や換気扇を併用する

-5-



令和 2年 8月 10日 下伊那西部シルバー便り 第25号

安全就業全国統―スローガン (R2～ R4年度)

令和2年度「安全・適正就業対策推進の重点目標」

≪目標≫ “危険ゼロ"

職場や作業に潜む全ての危険を発見・把握・解決

事故が起きる前に危険の芽を摘む
全員が自主的、自発的に問題解決を実践
1.安全ミーテイングの完全実施
2安全装備使用の徹底
3健康診断受診及び健康体操の奨励
4交通事故防止

坂 伊 藤 石 菅 大 川
巻 坪 城 原 原 嶋 崎

久
三 秀 詔 啓 き 正 美
栄 男 述 治 く 男 子

、ヽ_

ヽ

牧
原
　
善
美
　
平
谷
村

塚
田
　
　
治
　
阿
智
村
駒
場

松
下
ま
つ
江
　
根
羽
村

阿
智
村
駒
場

阿
智
村
伍
和

阿
智
村
智
里
東

根
羽
村

根
羽
村

阿
智
村
駒
場

根
羽
村

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

，

　

　

・
嘔

お

く

や

あ

―

，
編
一
集
一
後
一
起

―

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
、
各
種
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
が
中

止
、
延
期
に
な
っ
て
い
ま
す
。
阿
智
村
で

も
日
本

一
の
花
桃
ま
つ
り
も
中
止
に
な
り

ま
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
で
感
染
者
も
減
少
し
て

い
ま
し
た
が
、
解
除
後
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
全
国
で
連
日
数
百
名
を
超
え
第
二
波

到
来
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

「Ｇ
Ｏ
　
Ｔ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
前
倒

さ
れ
更
な
る
感
染
の
拡
大
が
危
惧
さ
れ
ま

す
。
お
互
い
に
マ
ス
ク
の
着
用
を
始
め

「新
し
い
生
活
様
式
」
で
感
染
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

県連合会によるパトロール
フ月2日に阿智村駒場の草刈り作業現場で行われ
ました。県連合会からは宮下安全・適正就業対策推進

委員 (連合会)、 内田安全・適正就業パトロール指導員

(連合会)、 当センターからは鈴木安全 適正就業委員

長以下8名が同行しました。
作業現場は、大きな畑周りの土手の車刈りで、作業

‐  ●

員4名が30「n以上離れて作業をしていました。連合会の委員から、班長さんに安全に対する取り組み状況の間き取
りや会員の作業の様子について観察が行われました。

パトロール終了後の作業員を交えての講評では.概ね安全に就業されていたようで特に指摘事項等はなく.草刈

り作業では飛び石による事故が多いので事故防止のネットの使用.暑い時季になるので水分補給・休憩等の熱中症

対策.就業途中の交通事故防止等に気を付けるよう話がありました。

当センターによるパトロール

平谷村での安全パトロールは暫く行つていなかっ

たので、フ月20日に村道端の草刈り作業現場で行い
ました。

パトロールは鈴木安全・適正就業委員会委員長以

下8名で.現場での打ち合わせ後、作業の様子.服装
安全装備、草刈り機の状態、熱中症対策などを調査票

によリチェック間き取りをしました。

作業員は5名で.作業間隔、ヘルメットや防護眼鏡の着用.服装、刈り払い機の防護カバーの取り付け等は概ね良
好でしたが.肩掛けベルトをしていない会員がいました.

肩掛けベルトは作業の邪魔になる時がありますが.もしもの時に刃が身体に当たらないための安全装備ですの

で.自分の身を護るため必ず使用しましょう。

暑い時季ですので、熱中症対策に十分気を付けた就業をお願いします。

膊距〉審範 〔×遭び

≪自分の安全は自分で守る≫という意識啓発

現在の自分の体力や状態を自覚し意識しましょう。
・ 1年前のままで、今いることはとでも難しいことです。
・誰しも、イ国人差はあっても、皆高齢化していきます。

く>
予防や向上のための努力を怠らない事も必要です。

安全は週信せず、先ず自覚に基づいた動作がポイントです。

元気で生活していくためには、ます自分を知りましょう。

謹
ん
で
こ
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

丼
原
　
重
義
さ
ん

（阿
智
村
　
一
月
）
　
　
６一

熊
谷
　
正
紀
さ
ん

（阿
智
村
　
一
月
）
　

　

一

二
月
二
月
三
月
四
月
四
月
四
月
四
月
五
月
七
月
七
月


